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食を通して 
在宅の暮らしを 
支える 
 
～施設での学びを在宅へ～ 社 会 福 祉 法 人  

特 別養護 老人ホ ーム 

芦 別 慈 恵 園 

管理栄養士 村上由佳 

芦別市の状況 
 

認定率 
全国   １７％ 
芦別市  ２１％ 

芦別市の高齢化率 
    ４３％ 
※北海道で１０番目 

＜現状から＞ 

家でいつまでも暮らしたい 
家で暮らしてほしい 
介護をがんばりたい 

＜裏の背景＞ 
介護するのが大変だ 
相談相手がいない… 
家で見れない、暮らせない 

「食べることを含め、
きちんとした介護方法
を知っていれば、介護
される方も介護する方
も、もっと違った結果
になっていたかもしれ
ない」 
 ～地域の方の大切な声～ 

施設の力を地域に伝えたい 

食べることで元気にしたい 

芦別慈恵園
の理念 

介護理念 

①ひとり一人の生活や 

 暮らしを大切にする 

②最期の時まで口から 
 食べる 

③ご家族と一緒に看取る 

食事は手作りが基本!! 
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①朝・昼・夕の３度の食事作りは大変 

  本人は『台所に立っていられない』 

  家族は『仕事で食事作りができない』 

 

②むせ、病気に対する知識が不足 

 

③栄養補助食品（栄養改善）が身近ではない 
 

家での食事は 

栄養状態 改善した 維持 低下した 

Ｈ２５ ９名 ２名 １名 

Ｈ２６ ３名 １名 １名 

Ｈ２７ １名 ４名 ０名 

・対象者：在宅から入居した２２名の方 
・方法：入居後１～３か月間のアルブミン値で比較 
    （ターミナル期でのアルブミン値の低下は除く） 

家から入居された方は 

地域 
食堂 

配食
サービス 

施設
サービス 

短期
長期 

馴染みの
味に？！ 

食で在宅を支える仕組み 



2017/10/30 

3 

平成２２年４月より 開始 

  えがおのまちづくり事業（地域支援事業） 

月～金が営業（第４土曜のみ営業） 

１日８食限定 ランチ  

 １食５００円 

 ★７０歳以上 ３００円 

慈恵園の食事プラス１品で提供 
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子ども映画 

カレー 

そば 

食堂 

かざぐるま地域食堂 

平成１８年１０月より開始 

食べることに困っているとデイサービスのお客様
の声からスタートしたサービス 

月～金に営業、１日１５～１８食の配達 
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1か月の食数 
Ｈ18 4食 
Ｈ27 400食 

＜おかず＞ 
慈恵園２品プラス調理員の１品 

主食 常食・やわらかごはん・お粥 

汁もの 
普通・濃い味・薄味 
（塩分計使用） 

おかず 
＜療養食＞ 
糖尿・腎臓・塩分制限 

その他 
一人ひとりの状態に合わせて
（栄養ｾﾞﾘｰ等） 
慈恵園職員で安否確認 

配食サービスの特色 
自宅訪問でアセスメント 

一般的なお弁当の内容 

むせ、糖尿病、床ずれの方へ 

むせ、糖尿病、床ずれのある
方へのお弁当内容 

主食はお粥 具なし味噌汁 
おかずは 
きざみ食 

手作り 
栄養ゼリー 
＜役割＞ 

①誤嚥リスク軽減 
②喉の残渣を流す 
③たんぱく質ＵＰで

床ずれ治癒 

自宅訪問から見えるもの 
※写真はイメージです 

自宅 施設 
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地域支援事業として 
・２０年間の継続 
 
・無料で実施 
 
・目的：在宅生活を長く続けて頂く 
・対象：介護に興味がある 
    介護をしている市民 
 (サービス利用者家族や教室参加者、 
 ボランティア、食生活改善推進委員など) 

内容 
・料理教室 
 自宅でできる簡単な調理方法を 
 紹介する (やわらか食・テリーヌ食) 
・介護講座 
 介護体験や体操 など 

食を通して在宅の暮らしを支えます 
ご静聴ありがとうございました  


